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どこが凄い 目指す未来

何でも「それっぽく」しゃべりたい！
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Speaking rhythm conversion rule by English speech corpus

～英語音声コーパスを用いた発話リズム変換則の学習～
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日本語母語話者が発話した英語音声
は、ネイティブに伝わりにくいこと
がよくあります。これまで、言語に
よる発話リズムの違いに着目した、
「それっぽくしゃべります」という
発話リズム変換技術を考案してきま
した。今回、任意の英語音声の発話
リズム変換技術を紹介します。

日本語母語話者132名の英語音声を
用いて、機械学習により日本語母語
話者の発話リズムをネイティブっぽ
く変換する規則を構築しました。こ
れにより、予めネイティブによる同
一文章の読み上げ音声が変換に必要
とされた従来技術の問題が解消され
ます。

任意の英語音声の発話リズムをネイ
ティブっぽく変換できることにより、
携帯端末を通じて、あるいはTV会議
やプレゼンテーションにおいて、リ
アルタイムに日本語母語話者の英語
音声をネイティブに聞き取りやすい
音声に変換するなどの応用が考えら
れます。
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ネイティブによる同一英語文章の読み上げ音声が必要従来技術

本技術
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日本語母語話者の発話リズムをネイティブっぽく変換する規則を
日本語母語話者と英語母語話者の英語音声を用いて機械学習により構築

※発話リズムの抽出にはNTD法[1]を使用

ハンプティダンプティサットオンアウォール

強勢拍リズム（英語）

モーラ拍リズム（日本語） 単調なリズム・モーラ（カナ１文字）の発話時間が一定

緩急のあるリズム（’on a’ を速く発話）・強勢間の発話時間が一定

1. 日本語母語話者特有のモーラ単位での英語発話
(カタカナ英語)をモデル化

2. 音素単位での発話リズム変換則の構築発話リズム変換則

日本語と英語の発話リズムの違いに着目

発話リズム変換技術「それっぽくしゃべります」

赤字は強勢

ネイティブによる同一文章の読み上げ音声なしに
発話リズム変換を実現

発話リズム
の入れ替え
により変換
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